
櫟
原
神
社
と
神
明
町

滑
川
市

　
も
と
は
柳
原
村
（
現
滑
川
柳
原
）
に
所
在
し
た
と

い
わ
れ
、
延
喜
式
内
社
の
系
譜
を
有
す
る
神
社
。

江
戸
時
代
に
遷
座
し
た
。
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）

の
『
滑
川
惣
絵
図
』
は
「
神
明
社
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
初
期
に
町
の
東
端
の
社
地
に
成
立
し
た
の
が

神
明
町
で
あ
る
。
境
内
に
は
、
安

政
二
年
（
一
八
五
五
）、
滑
川
町

の
俳
人
亀
田
呉
橋
や
石
川
東
邱

ら
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
芭
蕉

句
碑
が
あ
り
、「
し
ば
ら
く
は
花

の
う
へ
な
る
月
夜
か
な
」
の
句

が
刻
ま
れ
て
い
る
。

【
常
夜
灯
】

　
こ
こ
の
常
夜
灯
は
、
川
瀬
屋

に
よ
っ
て
金
毘
羅
社
に
寄
進
さ
れ

た
も
の
と
い
わ
れ
、

文
化
十

二
年
（
一
八
一
五
）
の
年
号
が

刻
ま
れ
て
い
る
。

　
本
来
、
金
毘
羅
社
で
は
船
舶

航
行
の
安
全
を
祈
願
す
る
が
、

こ
れ
は
道
し
る
べ
を
兼
ね
た
献

灯
施
設
と
し
て
寄
進
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

と
う
き
ゅ
う

ご
き
ょ
う

そ
う

せ
ん

ざ

え
ん
ぎ
し
き
な
い
し
ゃ

い
ち
　
は
ら

　Once said to be in the Yanagihara village (presently Namerikawa Yanagihara) the Ichihara Shrine has ties with the 
Engishiki (Ancient Japanese book of government policies) and was relocated to another region in the early the Edo period 
(1603-1868). After a successful relocation the region was established as Shinmei-machi.
【The Lanterns of Namerikawa 】 
 　The lanterns of Namerikawa were donations from the Kawase family to the Konpira Shrine in 1815. The Konpira 
Shrine is a shrine for prayer of safe navigation for sea vessels. Normally the donated lanterns are strictly for the shrine, but 
in this case it is thought that the lanterns were not only a donation for the shrine, but for the city and its people as well. 
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　Just across the Oo-machi River and next to the main road is Kajiyabashi, an area of Namerikawa. During the beginning 
of the Edo period (1603-1868), Kajiyabashi was made into a tax free land. In order to create more storage areas for the 
region, a bridge was built over the Oo-machi River. Because of this bridge,the Kajiyabashi area was named Kajiyabashi. 
(Kajiya Bridge)
　The Nichiren Choufukuji Temple, originally of Matsukura, was moved to Naka-machi in 1582. During the Genroku 
years (1688-1704) this temple was reconstructed. It is said that in 1878, Emperor Meiji, along with statesmen Tomomi 
Iwakura and Ookuma Shigenobu, visited the Hokuriku area and may have rested at a famous family's house (the 
Takenaka family) in Naka-machi. 

　
神
明
町
と
中
町
の
境
界
を
成
す
大
町
川
が
街
道
を

横
切
る
あ
た
り
に
、
江
戸
時
代
初
期
ご
ろ
鍛
冶
屋
が

置
か
れ
、
加
賀
藩
に
よ
っ
て
地
子
除
け
の
地
（
免
税
地
）

と
さ
れ
た
と
い
う
。
東
側
に
は
御
蔵
所
が
あ
っ
た
た

め
川
に
は
橋
が
掛
け
ら
れ
、
鍛
冶
屋
橋
と
呼
ば
れ
た
。

　
日
蓮
宗
長
福
寺
は
、
松
倉
城
か
ら
天
正
十
年

（
一
五
八
二
）
に
現
在
地
に
移
転
し
た
。 

 
 

浄
真
宗

無
縁
寺
は
、
元
禄
年
間
に
、
綿
屋
九
郎
兵
衛
に
よ
っ

て
再
興
さ
れ
た
。
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）、
明
治

天
皇
は
北
陸
巡
幸
に
際
し
、
竹
中
禎
三
郎
家
で
お
休
み

さ
れ
た
。
従
っ
た
人
に
、
岩
倉
具
視
や
大
隈
重
信
ら
が

あ
っ
た
。

わ 

た 

や

く

ろ

べ

え

む

え

ん

ち

ょ

う

ふ

く

じ

か

じ

や

ば

し

じ

し

よ

お

お

ま

ち

が

わ

か
　
　
じ
　
　
や
　
　
ば
し

~Namerikawa Guidepost series #5 of 13~ K aj iyabashi and Naka-machi 

古地図

常盤町

今町北町

神明町

中町

武平太町

荒町

大町

橋場
町浜町

三穂町

瀬羽
町

四間町

専長寺

西光
寺

長福寺

無縁寺

称永寺

真證寺 専広寺

観音寺

圓通寺櫟
原
神
社

現在地図


